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－情報整理の実践－　　　　　　　　

１．授業の対象

この授業は、SFCに新しく入学してきた学生、プログラミングや論文作成のために論理的な思考を身に付けたいと考えている学生を主たる対象とする。

SFCでは「情報処理」「プログラミング」が必修となっており、情報系の専門知識を深めていきたいと考えている学生にとって、プログラミングは必要不可欠なスキルとなっている。また、その他の分野を専攻する学生には、論文を書くことが多く求められる。プログラミングにおいても、論文作成においても、まず求められる基本的能力は論理的思考力である。

SFCに限らず、大学に入学するまで、特に日本の学校制度の中で教育を受けた学生にとって、勉強とは教わったことを覚えて使うことがほとんどである。「総合学習」の導入によって変化しつつあるとは言え、教わる事も「科目」で区切られている。また、情報を主体的に選択して学習する機会は多いとは言えない。

しかし、大学生になると分野の区切りは相当に緩やかになる。横断領域的な学習を理念とするＳＦＣではその傾向は更に強い。また、情報化によって情報が氾濫している状況にある。良く言えば、無限に知識や情報を運用することができることになったのである。その無限の情報の中から、自分の目的にあった情報を選択し、順序立てて、体系化し、知識としていくことが求められるのである。今示したプロセスはまさに、プログラミングと同じ作業の手順である。この作業の手順を正しく組み立てる能力こそまさに論理的思考能力なのである。

２．SFCの情報教育
SFCの情報教育はコンピュータの本質を理解し、ツールとして問題解決に応用を念頭に置いている。今回のレポートの問題意識につながったのは、私自身のSFCでの情報教育の経験によるところが多い。主旨から外れるので、詳しくは述べないが、SFCの情報教育を受けた感想は次のようなものである。論理的な思考が身に付いている人間にとってのプログラミング学習と、そうでない人間にとってのプログラミング学習はまるで違うということである。背景や能力の違う学生を同じ授業の中で教えることに無理があるのである。普段からプログラミングに慣れている学生にとっては苦痛ではないし、論理的思考が身に付いてれば経験がなくても習熟は早い。しかし、プログラミングの経験もなく論理的思考が身に付いていない状況での習熟は困難である。コンピュータの本質を理解しているかというと、私の場合は自信持ってそうだと言うことは出来ない。私自身の印象に過ぎないように思われるかもしれないが、実際に同様の意見を持つ知人、友人が多かったのも事実である。

３．授業の目的・目標

以上のことを踏まえて、この授業の目的は、コンピュータでプログラミングを学ぶ前に、「目的に沿った情報の選択と体系的な整理法を身に付けること」とする。

「情報教育論」の講義でも、情報処理におけるプログラミングとは作業の手順であり、目的を定めないと作業は始まらず、手順をきちんと考えないとプログラミングは動かないということが度々説明された。これはコンピュータのプログラミングに限らず、論文や日常生活においても同じことである。つまり、どのような状況においても、目的に沿って計画を円滑に進めていくためには、物事を順序だてて、整理する思考が必要になる。

実際、以前から論理的（コンピュータ的）情報整理、思考は行われてきている。それは主に、論理的な思考によって成果を上げた人々（研究者やジャーナリスト）によって紹介されている。また、パソコンが一般に普及してきた近年、パソコンを活用した情報整理法も紹介されるようになった。授業の中では、それらの方法を紹介しつつ、最終的に、学生なりの論理的思考を確立し、実践できることを目標とする。

４．授業計画
授業は全４回を計画している。授業の内容や位置付けから考えて、「情報処理」の講義が始まる前に行うことが望ましい。具体的な各回の計画は次の通りである。

第１回　論理的思考と情報整理

プログラミングと論文作成の共通点を説明しつつ、論理的思考とは何かを学ぶ。

第2回　パソコン普及前の情報整理法

　パソコンが普及する前の情報整理法を紹介する。これらを実践したことで知られている梅棹忠夫、渡部昇一、川喜田二郎、立花隆の情報整理法を紹介。それを踏まえて演習。

第3回　パソコン普及後の情報整理法

　パソコンが普及した後の情報整理法を紹介する。野口悠紀雄や東郷雄二の情報整理法を紹介。

第４回　情報整理の実践

　　学生が自分なりの整理法で、各々の興味に従って情報整理を行う。

　以上のうち、実際に行うのは第3回の授業である。第3回を行う前の2回の授業で、学生は論理的思考の重要性を認識し、その方法として、パソコンが普及する前の情報整理法を知っていることになっている。第3回に紹介するパソコンを使った情報整理法は、パソコンを使って作業をすることが多いSFCの学生にとって、この情報整理法は最も実践がしやすい方法である。

　授業では、フランス語学者の東郷雄二京大教授の整理術を紹介する。東郷は梅棹忠夫が『知的生産の技術』で紹介した「京大式カード」を使う代わりに、ワープロで情報カードを作る方法を紹介している。

具体的には、①ワープロで収集した情報（データや調査結果、文献で注目すべき箇所）を書き込む②書籍の場合は本体情報（書かれている内容）と属性情報（著者名、書名、刊行年、出版社、出版地）を書き込む③目的別に分類してフォルダを作り、データベースとする④ブレインストーミングに利用する、という手順と方法で行う。これらの作業を、実際にカードに書いて保存したり、ＫＪ法のように机の上でグループ分けしたりして行うと、手間がかかり、スペースをとってしまい、学生には適している方法とは言えない。東郷はパソコンのメリットとして、コピー、ペースト機能や、日付機能を挙げる。それによって、ワープロで文章を作成する場合、簡単にコピーして活用出来て、一つの文献からカードを複数作るときに属性情報を何度も記入する手間や同じ内容のカードを複数作る手間を省くことが出来る。

授業の際は、パソコンを使った整理法なので、実際にパソコンを使って説明できると説得力が増して好ましいだろう。
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